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日程・内容は変更される場合がございます。 
詳細については公園事務所にお問い合わせいただくか、HP 等でご確認ください 
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イベントの 
  お知らせ 

公園サポーターとは･･･？ 

公園の様々な取り組みや催事に一緒に活動していただくボランティアの皆様を公園サポーターとお呼びしています。 

（R7年度は、36名の方にご登録いただき、維持管理活動にご尽力いただきました！） 
 

 活動期間 
令和 8年 4月～12月の毎週火曜日の午前 10：00～11：30 
（1年毎の更新制です。継続希望の方は、3月に更新手続きをします） 
 
活動内容 
○維持管理活動（園内の除草・植物の手入れ・施設の飾り付けや清掃など） 
○植生復元活動 (カキツバタ、ミソハギ、じゅんさいなど)  
○公園で開催されるイベント・体験教室の運営補助 
★どなたでもご参加いただけます！  
★ボランティア保険に加入いたします！ 
 
参加方法 
① 公園サポーターにご登録いただきます。(メール・登録フォームもしくは所定の用紙にご記入・ご提出いただいた後、参加可能となります) 

② 活動内容は公園 HPと園内の掲示板に掲示しますので、参加したい活動日に直接事務所前に集合下さい。 
（※事前申込みは不要です） 

 

活動の様子 

写真 : じゅんさい池の清掃 写真 : アジサイの剪定 

大潟水と森公園通信 

 

お問合せ・お申込み 

大潟水と森公園事務所 

TEL 025-534-6190 

 

  
3. 8(日曜日)  植物観察会⑥ 

～ 新潟県の花卉産業とその発展について ～ 

 

時間      10:00～12：00 

講師      新潟県都市緑花センター 近藤 智子 

集合場所   公園内 休憩施設   

参加費    1000円（追加募集） 

定員      10名  

※事前申込みが必要です       

準備    暖かく動きやすい服装 

（積雪時は、長靴が望ましい）  

 

 

 

新潟県はアザレア・チューリップ・シャクナゲの全国有数

の産地として知られています。江戸時代末期から発展した

これらの花々の生産の歴史について解説します。 
    

時間    10:00～11：30 

集合場所 公園内 休憩施設     

会場     公園内 休憩施設   

参加費  1500円（ホダ木 2本付）  

定員    12名  ※先着順  

※事前申込みが必要です   

準備  汚れてもよい服装・軍手など 

 

 

 

毎年大人気のシイタケのコマ打ち体験教室です。 

ご自身で、クヌギやナラなどの原木に、シイタケの 

種ゴマを打ち、ホダ木作りをします 

作成したホダ木は、ご自宅にお持ち帰りいただけます 

 

 

3.15(日曜日)  
シイタケのコマ打ち体験 

 

令和 8 年度 公園サポーター新規メンバー募集のおしらせ 

写真 : 開催時の様子 写真 : アザレア 

 みずもり自然観察セミナー 

都市公園の魅力発信！  
 

 みずもり花と緑の教室 
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Twitter・facebook も更新中！ 

大潟水と森公園 ＠mizutomori 

フォロー・いいね！お待ちしております☆ 

 

上越市大潟区潟町 1381 TEL 025-534-6190 

URL http://ogata.greenery-niigata.or.jp 

公式 HP にて新着情報・ブログ更新中♪ 

 

3 月のみどころ  

・濃緑色のハート形の大きな葉を持ち、その付け根に 

小さく堅い筒状の花を咲かせます。 

・花色は暗紫色で地味ですが、径は 2～4cm と大きい 

ので、迫力があります。 

・「春の女神」とされるギフチョウの幼虫の食草として 

 知られています。 

・野鳥観察ゾーンの園路脇で見られます。 

コシノカンアオイ ミズバショウ 

 ・ミスバショウと言えば“白い花”というイメージですが、 

実はこの白い部分は花ではなく仏炎苞とよばれ、花を 

守るために葉が変形したものです。本当の花は、中心に 

ある黄色の部分で、小さい花が穂のようについています。 

・名の由来は、大きな葉が「芭蕉（バショウ）」に似ていて

かつ、水辺に生えるのでこの名が付きました。 

・潟の里ゾーンの西奥で見られます。 

マルバマンサク          シナマンサクの園芸品種 

マンサクの名前の由来は、春の先頭を切って「先ず咲く」花、花が枝一杯に咲き誇る様子が万年豊作を連想するからと

も言われています。園内には新潟の山林でみられる一般的なマルバマンサクの他にもう一つ、野鳥観察ゾーンでは、花が

咲くときにも枯れた葉が残るシナマンサクの交配種で赤い花を咲かせるものがあります。 

マルバマンサクは事務所入り口右手前、シナマンサクは野鳥観察ゾーン入口付近で見られます。 

 

http://ogata.greenery-niigata.or.jp/

